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弘
経
寺
だ
よ
り 

現場監督の皆さん･･･右から斉藤誠さん、

目黒彰さん、宮下恵介さん 

竣
工
式 

 

去
る
二
月
十
六
日
（
土
）
大
本
山
増
上

寺
別
院
弘
経
寺
本
堂
竣
工
式
が
弘
経
寺
住

職･

楠
美
知
仁
上
人
お
導
師
の
も
と
厳
修
さ

れ
ま
し
た
。
増
上
寺
執
事･

石
田
祐
寛
上
人

司
式
に
よ
り
式
が
進
行
さ
れ
る
中
、
同
執

事･

蓮
池
光
洋
上
人
、
同
執
事･

大
澤
宗
玄
上

人
に
よ
る
洒
水･

散
華
に
よ
り
堂
内
が
浄
め

ら
れ
、
御
本
尊
の
除
幕
の
儀
式
が
行
わ
れ
、

遷
座
さ
れ
た
御
本
尊
が
新
本
堂
に
そ
の
お

姿
を
現
し
ま
し
た
。
そ
の
後
裏
堂
に
て
五
智

如
来
の
除
幕
の
儀
も
行
わ
れ
、
社
寺
建
築
研

究
所･

金
剛
組
の
代
表
の
方
々
と
本
堂
建
設

委
員
に
よ
り
、
遷
座
さ
れ
た
本
尊･

諸
菩
薩

に
焼
香
が
手
向
け
ら
れ
ま
し
た
。 

 

竣
工
式
に
先
立
ち
、
御
本
尊
を
は
じ
め
と

し
た
仏
像･

仏
具･

天
蓋
等
を
新
本
堂
へ
お

納
め
す
る
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。お
手
伝

い
く
だ
さ
い
ま
し
た
の
は
、
長
年
弘
経
寺
の

文
化
財
を
お
世
話
し
て
下
っ
て
い
る
土
井

様
、
金
剛
組
の
斉
藤
様･

宮
下
様
、
羽
馬
組

の
若
い
職
人
さ
ん
八
名
、
そ
し
て
弘
経
寺
檀

家
の
有
志
の
総
勢
約
二
十
名
の
方
々
で
し

た
。
大
変
な
力
仕
事
で
し
た
が
、
ほ
と
ん
ど

が
仏
像
や
文
化
財
で
す
の
で
、
細
心
の
注
意

を
必
要
と
す
る
作
業
と
な
り
ま
し
た
。
お
手

伝
い
下
さ
い
ま
し
た
す
べ
て
の
方
々
に
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
竣
工
式
が
無
事
円
成
し
ま
し
た
の
で
、
い

よ
い
よ
落
慶
式
を
迎
え
る
準
備
が
整
い
ま

し
た
。
今
後
と
も
ご
支
援
賜
り
ま
す
よ
う
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 私
達
が
本
堂
を
造
り
ま
し
た 

         

 
 

前
号
で
は
新
本
堂
を
手
掛
け
た
宮
大
工

さ
ん
（
羽
馬
組
さ
ん
）
を
ご
紹
介
し
ま
し
た

が
、
本
号
で
は
新
本
堂
建
設
の
指
揮
を
執
ら

れ
た
金
剛
組
の
現
場
監
督
の
皆
さ
ん(

上
段

写
真)

を
ご
紹
介
し
ま
す
。
作
業
工
程
、
職

人
さ
ん
た
ち
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
材
料
の
調

達
、
設
計
図
と
作
業
現
場
と
の
照
合
等
、
工

事
の
全
体
か
ら
細
微
に
至
る
ま
で
安
全
で

円
滑
な
作
業
の
進
捗
を
管
理
さ
れ
て
き
ま

し
た
。
現
場
の
監
督
さ
ん
た
ち
と
職
人
さ
ん

た
ち
の
息
の
合
っ
た
共
同
作
業
に
よ
っ
て
、

立
派
な
新
本
堂
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
一
年

と
三
カ
月
と
い
う
長
丁
場
で
し
た
が
、
大
変

お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。 

  

金
剛
組
弘
経
寺
作
業
所
社
員
の
方
よ
り

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
左

記
の
通
り
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。 

 

時
代
の
豊
か
さ
感
じ
る
こ
と
が
出
来
る

旧
本
堂
は
、
良
い
材
料
と
良
い
仕
事
が
な
さ

れ
て
お
り
、
建
物
の
造
形
、
建
具
、
彫
刻
や

彩
色
は
、
絢
爛
豪
華
な
仕
事
で
あ
り
、
ど
れ

を
と
っ
て
も
圧
倒
さ
れ
る
ほ
ど
の
一
級
品

で
す
。
そ
れ
は
今
と
な
っ
て
は
、
羨
ま
し
い

ほ
ど
の
建
築
が
な
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

そ
し
て
我
々
の
狙
い
と
し
て
は
、
古
き
よ

き
時
代
を
い
か
に
現
代
に
蘇
ら
せ
、新
た
な

建
築
物
と
し
て
、
機
能
さ
せ
る
こ
と
に
あ
り

ま
し
た
。 

そ
れ
は
、
ま
さ
に
先
人
の
巧
み
に
挑
む
、

現
代
の
巧
み
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。し
か
し

現
代
の
技
術
を
も
っ
て
し
て
も
難
し
い
工

事
が
続
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

お
寺
の
関
係
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
の
多

く
の
励
ま
し
を
頂
け
る
こ
と
が
希
望
と
な

り
、
新
た
な
文
化
遺
産
と
し
て
、
未
来
に
繋

げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
努
力
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
お
仕
事
に
携
わ
る
こ
と
が

出
来
た
の
も
皆
様
の
お
か
げ
で
す
。そ
し
て

怪
我
な
く
安
全
に
仕
事
を
終
え
ら
れ
た
こ

と
を
喜
び
と
思
い
ま
す
。 

弘
経
寺
の
又
は
地
域
の
益
々
の
発
展
を

願
っ
て
お
り
ま
す
。 

（
株
）
金
剛
組
弘
経
寺
作
業
所
社
員
一
同 

 

弘
経
寺
落
慶
祭 

来
る
四
月
十
三
日(

日)
｢

千
姫
ま
つ
り｣

の
協
讃
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
弘
経
寺
で
は

「
落
慶
祭
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。 

千
姫
様
が
本
堂
を
建
立
さ
れ
て
か
ら
も

う
す
ぐ
四
〇
〇
年
。
こ
の
時
代
の
節
目
に
当

た
り
、
そ
の
本
堂
は
改
修
工
事
を
経
て
、
新

し
く
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。 

そ
し
て
今
、
弘
経
寺
は
新
本
堂
と
共
に
新

た
な
歴
史
の
扉
を
開
こ
う
と
し
て
い
ま
す
。 
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こ
れ
ま
で
弘
経
寺
を
支
え
て
く
だ
さ
い
ま

し
た
方
々
へ
の
感
謝
と
、
未
来
へ
の
希
望
と

祈
り
を
込
め
て｢

落
慶
祭｣

を
開
催
い
た
し

ま
す
。 

御
来
山
を
心
よ
り
お
待
ち
申
し
上
げ
て

お
り
ま
す
。 

 献
茶
式 

·  

時
間 

 

午
前
九
時
三
十
分
～
午
前
十
時 

·  

場
所 

 

弘
経
寺
本
堂 

 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 
 
 
 
  
 
 
 

·  

担
当
者 

宗
徧
流
飯
田
宗
藤
先
生
と
御

社
中
、
主
管 

·  

金
田
主
管
導
師
の
も
と
宗
偏
流
飯
田
宗

藤
先
生
と
先
生
の
御
社
中
に
よ
り
阿
弥

陀
様
、
千
姫
様
へ
献
茶
を
い
た
し
ま
す
。 

千
姫
さ
ま
行
列 

·  

時
間 

 

午
前
十
時
五
十
分
～
午
前
十
一

時
四
十
分 

·  

場
所 

 
 

弘
経
寺
境
内
、
千
姫
様
御
廟
前 

·  

担
当
者 

常
総
市 

·  

華
や
か
な
時
代
衣
装
を
纏
っ
た
千
姫
様

(

ミ
ス
千
姫)

を
先
頭
と
し
た
行
列
が
、

弘
経
寺
大
門
通
よ
り
弘
経
寺
山
門
境
内

を
通
っ
て
、
千
姫
様
の
御
廟
ま
で
練
り

歩
き
ま
す
。
御
廟
で
は
行
列
参
加
者
全

員
が
お
焼
香
を
手
向
け
、
千
姫
様
を
ご

供
養
い
た
し
ま
す
。 

フ
ル
ー
ト
コ
ン
サ
ー
ト 

·  

時
間 

 

午
前
十
一
時
四
十
五
分
～
午
後

十
二
時
十
五
分 

·  

場
所 

 
 

弘
経
寺
本
堂 

·  

演
奏
者 

 

鈴
木
祐
子
さ
ん
、
蓮
沼
万
里

さ
ん 

·  

鈴
木
裕
子
さ
ん(

フ
ル
ー
ト)

、
蓮
沼
万

理
さ
ん(

伴
奏)

に
よ
る
フ
ル
ー
ト
コ
ン

サ
ー
ト
。
千
姫
ま
つ
り
の
テ
ー
マ
曲
「
千

姫
花
物
語
」
の
他
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
か
ら

ポ
ッ
プ
ス
ま
で
演
奏
し
て
下
さ
い
ま
す
。 

千
姫
様
慶
讃
法
要 

·  
時
間 

 

午
後
二
時
～
午
後
二
時
十
五
分 

·  
場
所 

 

弘
経
寺
本
堂 

·  

担
当
者 
主
管 

·  

本
堂
を
建
立
さ
れ
た
千
姫
様
に
感
謝
の

気
持
ち
を
捧
げ
る
と
共
に
、
千
姫
様
の

ご
遺
徳
を
偲
ぶ
法
要
で
す
。 

雅
楽
・
琴
コ
ン
サ
ー
ト 

·  

時
間 

 
 

午
後
二
時
十
五
分
～
三
時 

·  

場
所 

 
 

弘
経
寺
本
堂 

·  

演
奏
者 

牡
丹
会
、
長
谷
川
良
則
上
人
、

山
崎
東
海
上
人
、
伊
藤
一
成
上
人 

·  

牡
丹
会
の
皆
様
に
よ
る
琴
と
三
人
の
僧

侶
に
よ
る
雅
楽
の
演
奏
で
す
。
琴
と
雅

楽
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
は
必
聴
。 

百
万
遍
数
珠
繰 

·  

時
間 

 

午
後
四
時
～
午
後
四
時
三
十
分 

·  

場
所 

 

弘
経
寺
本
堂 

·  

担
当
者 

主
管 

·  

閉
幕
の
セ
レ
モ
ニ
ー
と
し
て
百
万
遍
数

珠
繰
り
を
い
た
し
ま
す
。
参
列
者
が
輪

に
な
っ
て
大
き
な
数
珠
を
繰
り
、
千
姫

ま
つ
り
と
本
堂
の
落
慶
の
無
事
円
成
を

共
に
祝
い
、
参
列
者
全
員
の
幸
せ
と
健

康
を
阿
弥
陀
様
に
お
祈
り
し
ま
す
。 

野
点
茶
会 

·  

時
間 

 

午
前
十
一
時
～
午
後
三
時 

·  

場
所 

 

弘
経
寺
境
内(

雨
天
時
は
本
堂)

 

·  

亭
主 

 

宗
徧
流 

飯
田
宗
藤
先
生
と
御

社
中 

·  

恒
例
の
野
点
茶
会
。
お
点
前
を
し
て
い

た
だ
く
の
は
宗
偏
流
の
飯
田
宗
藤
先
生

と
そ
の
ご
社
中
の
皆
様
で
す
。 

写
真
展 

·  

時
間 

 

午
前
九
時
～
午
後
五
時 

·  

場
所 

 

弘
経
寺 

新
書
院 

·  

出
品
者 

 

伊
沢
達
也
先
生 

·  

三
十
年
に
亘
り
弘
経
寺
を
撮
り
続
け
て

い
る
写
真
家
、
伊
沢
達
也
氏
の
写
真
よ

り
、
弘
経
寺
の
過
去
、
現
在
、
未
来
を

テ
ー
マ
に
、
改
修
前
の
本
堂
、
改
修
中

の
本
堂
、
改
修
後
の
本
堂
の
写
真
を
展

示
し
ま
す
。 

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー 

·  

時
間 

 
 

午
後
一
時
～
午
後
一
時
三
十

分
、
午
後
三
時
～
午
後
三
時
三
十
分 

·  

場
所 

 
 

弘
経
寺
境
内
、
千
姫
様
御
廟
前 

·  

公
演
者
「
ぽ
っ
か
ぽ
か
チ
ア
ー
ズ
」
安

孫
子
飛
鳥
、
遠
藤
由
起
恵
、
澤
井
新
実
、

永
松
智
世(

大
妻
女
子
大
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
サ
ー
ク
ル)

 

·  

子
供
た
ち
に
大
変
人
気
の
パ
ネ
ル
シ
ア

タ
ー
を
上
演
し
ま
す
。
今
回
は
特
に
千

姫
様
の
お
話
や
弘
経
寺
の
お
話
も
上
演

さ
れ
ま
す
。 

学
生
ガ
イ
ド 

·  

時
間 

 

午
前
九
時
～
午
後
五
時 

·  

場
所 

 

弘
経
寺
境
内
、
本
堂
、
書
院 

·  

ガ
イ
ド 

 

高
校
生
、
大
学
生 

·  

常
総
市
内
外
に
在
住
の
高
校
生
、
大
学

生
が
弘
経
寺
の
歴
史
、
徳
川
家
の
話
、

千
姫
様
の
話
、
弘
経
寺
の
歴
史
的
建
造

物
や
文
化
財
に
つ
い
て
、
参
拝
客
に
ご

説
明
い
た
し
ま
す
。 

手
作
り
お
香
教
室 

·  

時
間 

 

不
定 

·  

場
所 

 

弘
経
寺
境
内(

テ
ン
ト
内)

 

·  

講
師 

 

上
信
堂 

·  

匂
い
袋
を
制
作
し
な
が
ら
楽
し
く
お
香

を
学
べ
る
教
室
で
す
。
千
姫
様
を
イ
メ

ー
ジ
し
た｢

千
姫
様
の
香
り｣

が
創
作
さ

れ
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。 

 

千
姫
様
御
供
養 
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お
悔
や
み 

阿
弥
陀
様
の
慈
光
の
中
、
次
の
方
が
極
楽

へ
往
生
さ
れ
ま
し
た
。 

ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

一
二
月
一
八
日 

飯
田  

尭   

七
四
歳 

二
月  

四
日 

飯
田
あ
い   

八
一
歳 

二
月
二
一
日 

石
塚  

敏   

五
一
歳 

二
月
二
五
日 

落
合
ミ
つ   

九
〇
歳 

千
姫
様
の
御
命
日
二
月
六
日
（
水
）
に
千
姫

様
の
御
供
養
が
御
廟
に
て
弘
経
寺
金
田
主

管
司
式
の
も
と
営
ま
れ
ま
し
た
。
当
日
は
あ

い
に
く
の
雪
で
し
た
が
、
千
姫
の
れ
ん
会
の

登
録
商
品
等
が
御
廟
前
に
お
供
え
さ
れ
、
千

姫
様
の
ご
回
向
に
続
い
て
、
の
れ
ん
会
の
ま

す
ま
す
の
発
展
が
ご
祈
願
さ
れ
ま
し
た
。
み

つ
か
い
ど
う
千
姫
の
れ
ん
会 

樋
口
会
長
を

は
じ
め
古
谷
副
会
長･

浜
田
副
会
長
、
会
員

の
田
中
さ
ん
が
参
列
さ
れ
、
雪
の
降
り
し
き

る
中
一
心
に
手
を
合
わ
せ
て
い
ま
し
た
。 

 

清
掃
当
番 

三
月
の
境
内
清
掃
は
三
十(

日)

午
前
八

時
～
十
時
で
す
。
当
番
は
細
野
地
区
で
す
。

雨
天
の
場
合
は
室
内
の
清
掃
を
お
願
い

し
た
く
存
じ
ま
す
。
当
番
地
区
の
皆
様
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

御
浄
財
勧
募
の
ご
報
告 

平
成
二
十
年
二
月
ま
で
に 

五
七
、
四
六
〇
、
三
九
三
円 

の
本
堂
改
修
工
事
の
た
め
の
ご
浄
財
が
集

ま
り
ま
し
た
。
ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
引
き
続
き
ご
支
援
の
ほ
ど
、
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

  


